
 

 

 

 

 

今年度のとみさと協働塾は，「地域づくりスキルアップ講座」として，団体運営に必

要なスキルの習得と，塾生同士のつながりづくりを目的とし，まちづくりコーディネ

ーターの中村正明氏を塾長にお招きして５回の連続講座で実施します。  

 

第４回とみさと協働塾は？  

平成２８年１２月８日（木）に「情報発信のポイント～広報，プレスリリース等～」

をテーマに開催しました。  

 

☆講義☆  

「情報発信のポイント～広報，プレスリリース等～」  

中村塾長よりテーマについてお話いただきました。  

 ・広報活動は，組織や団体を取り巻く多様な人々との間に継続的な“信頼関係”を

築き，多様化するメディアを味方につけるための重要な要素となります。  

  →必要な時だけ投げかけても取り上げてもらえない。  

 ※広報活動の３つの目的  

  ①活動の資源といわれる「人・もの・お金・情報」を集めること。  

  ②情報を共有し，普段からコンセンサス（合意形成）やコミュニケーションを図

ること。  

  ③社会的な啓発活動により，その環境づくり，基盤づくりを行うこと。  

 ※相手に理解される言葉と方法  

  事業の活動を知ってもらいたいときに大切なことは，「何を」「誰に」「どういう

目的で」「どんな手段を使って」知らせるのか，伝えたい相手にあわせてどのよ

うな表現・発信方法が効果的なのかを考えることです。  

  →「誰でもいいから来てください」では「誰も来てくれない」＝誰に来てもらい

たいかが明確でないから。ターゲットを絞り，興味をもってもらえるワクワク

するような内容の広報を考えることが重要。  

 ※コミュニケーションを起こす３つの視点  

  ①その場その場の場当たり的ではなく，長期的プログラムで考えること。  

  ②単一的だけではなく，多角的・重層的に情報発信していくこと。  

  ③組織の運営方針や価値基準などとマッチングしていること。  

  

 平成２８年度第４回  



 ※クロスメディアによる情報発信（事例）  

  クロスメディアとはある単一の情報であっても，複数のメディアによって伝達す

ることで，それぞれのメディアが持つ長所と短所が相互に補い合って相乗的な効

果を期待することが可能になることです。  

 

 

 

 ・プレスリリースとは，自組織内で持っている情報のうち，世の中に知ってもらい

たいものを，マスメディアに対し，紙またはメールで公式のものとして提示する

ことです。  

  プレスリリースを上手に発行することで，信頼あるメディアに紹介され，知名度

が向上し，何もせずともお問い合わせが来る状態を実現することが出来るなどの

メリットがあります。  

 ※プレスリリースの書き方の６つのポイント  

  ①簡潔に，インパクトのある表現で  

  ②事実を正確に  

  ③専門用語は極力少なく  

  ④具体的な数字データ（日付や時間など）を  

  ⑤資料は別添に  

  ⑥読みやすいレイアウトに  

 ※プレスリリースの構成  

  見出し…インパクトのあるタイトル・サブタイトルをつけ，リード文を簡潔にま

とめて，お知らせしたい内容が伝わるようにする。  

  本文…５Ｗ２Ｈを意識して具体的な内容を明確にする。  

     説明が長くならないよう段落分けや箇条書きにして内容を明確にする。  

     「章」「項目」などの「タイトル」をつけ，読みやすくする。  

【 参 考 事 例 】ま ち づ く り メ デ ィ ア S t a D  ク ロ ス メ デ ィ ア

モ デ ル  



  文末…団体の名称や概要，お問い合わせ先（担当者・ＴＥＬ・メール）を明記  

する。  

 

 中村塾長の講義の後に，市内でパソコンの普及活動，ＩＴを活用して他の福祉団体，

ボランティア団体の活動を紹介するなどの取組をされている「パソコンカフェ・ｉ

ｔ塾」の稲垣会長と半田さんよりお話いただきました。  

 ・平成２４年５月に，成田市で開催しているパソコン教室を富里市在住の数名で見

学に行き，富里市にも同じようなことが出来たら良いのではという意見から団体

を立ち上げました。  

 ・目的として，高齢者がパソコンを媒体にし，集まって情報交換する場，お互いが

教え合う場を作ってみようということが挙げられます。  

 ・活動を継続していく中で，ただ集まっているだけではもったいないので，自分達

の団体のＨＰを作って何か出来ないか，そして色々なボランティア団体がありま

すが自分達で作れない場合もあるので，ＨＰ作成のお手伝いをして富里市内のボ

ランティア団体の活動を全国に広めていければと考えるようになりました。  

 ・今後は，不足しているＨＰ作成者の養成と，各ボランティア団体へ働きかけて，

ＨＰ作成のお手伝いを進めていきたいと考えています。  

 

講義の様子  

   

 

☆グループワーク☆  

 今年度のとみさと協働塾では，「人材育成によるまちづくり」を共通のテーマとし

て，各回のグループワークで話し合いを重ねていきます。  

 今回は，若い世代（２０代～５０代）を巻き込むための企画案を作成し，全員で情

報共有しました。  

 各グループの発表からは，  

 ・企業と連携し，若者を取り込んでいく  

 ・子どもを媒体に家族ぐるみで地域参加を促していく  

 ・テーマ毎の土俵を作って巻き込んでいく，  

といった意見が挙げられました。  

 



グループワークの様子  

   

   

 

今回のとみさと協働塾では，「情報発信のポイント～広報，プレスリリース等～」

をテーマとして，広報活動の注意点や各メディアの活用方法などの講義を受けた後

に，今年度の共通テーマである「人材育成によるまちづくり」に沿って，今回は「若

い世代」をまちづくりにどう巻き込んでいくかの企画案を２つのグループに分かれ

て作成し，各グループで話し合った内容を共有しました。  

市民活動団体に限らず，様々な場面で課題となっていることが多い「広報（情報

発信）」のポイントを学ぶことで，メディアで取り上げられたり，市民からの反応

が増えたりすることが多くなっていきます。  

ターゲットを絞り，相手の立場を考え，相手をワクワクさせるような広報活動が

実践できるように情報発信を考えていきましょう。  


